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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 13,012 2.7 3,779 130.3 2,499 631.0
25年3月期第1四半期 12,661 2.6 1,640 △40.9 341 △75.9

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 △259百万円 （△129.5％） 25年3月期第1四半期 877百万円 （△63.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 14.28 ―
25年3月期第1四半期 1.94 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第1四半期 2,246,692 114,374 4.8
25年3月期 2,223,554 116,389 4.9
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  108,640百万円 25年3月期  110,771百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 4.00 ― 3.00 7.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 3.00 ― 3.00 6.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 23,100 △4.0 3,700 △13.7 2,200 2.2 12.71
通期 48,000 0.7 6,400 △27.4 3,800 △27.6 22.10



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
 詳細は、添付資料P.2「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 176,334,000 株 25年3月期 176,334,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 4,250,203 株 25年3月期 211,522 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 175,013,367 株 25年3月期1Q 176,128,120 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

（1）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成 25 年４月１日～平成 25 年 6 月 30 日）の業績につきましては、経常収益は、

国債等債券売却益の減少によりその他業務収益が減少しましたが、貸倒引当金戻入益の増加等によりその他経常

収益が増加したことから、前第１四半期連結累計期間比 3 億 51 百万円増加して 130 億 12 百万円となりました。

一方、経常費用は、株式等償却および不良債権処理額の減少によりその他経常費用が減少したことから、前第１

四半期連結累計期間比 17 億 88 百万円減少して 92 億 32 百万円となりました。以上により、経常利益は、前第１

四半期連結累計期間比 21 億 39 百万円増加して 37 億 79 百万円となり、四半期純利益は、同 21 億 58 百万円増加

して 24 億 99 百万円となりました。 

 

（2）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末（平成 25 年 6 月 30 日）における財政状態につきましては、総資産は前連結会計

年度末比 231 億円増加して２兆 2,466 億円、純資産額は同 20 億円減少して 1,143 億円となりました。 

主要な勘定科目につきましては、貸出金は個人貸出、公共貸出が増加したことから、前連結会計年度末比 33

億円増加して１兆 4,335 億円、有価証券は同 867 億円増加して 7,235 億円、預金・譲渡性預金は法人預金、個人

預金、公金預金ともに増加し、同 666 億円増加して２兆 514 億円となりました。 

 

（3）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 26 年３月期の業績予想につきましては、平成 25 年 5月 10 日公表の数値から変更ありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（1）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

○税金費用の計算 

連結子会社の税金費用は、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用 

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しており

ます。 

 

（2）追加情報 

   ○役員退職慰労引当金の廃止 

     当行は役員への退職慰労金の支払に備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見積額のうち、期末まで

に発生していると認められる額を「役員退職慰労引当金」として計上しておりましたが、平成 25 年５月 10

日開催の取締役会において、役員退職慰労金制度を第 128 期定時株主総会(平成 25 年６月 27 日開催)の終結

をもって廃止することを決議し、同総会において、各役員の就任時から同総会終結時までの退職慰労金を退

任時に打ち切り支給することを決議いたしました。これにより、当第１四半期連結会計期間において「役員

退職慰労引当金」を全額取崩し、打ち切り支給額未払分３億 20 百万円については「その他負債」に含めて

表示しております。 

     なお、連結子会社については、役員への退職慰労金の支払に備えるため、役員に対する退職慰労金の支給

見積額のうち、当第１四半期連結会計期間末までに発生していると認められる額を計上しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

現金預け金 26,514 40,566

コールローン及び買入手形 85,346 280

買入金銭債権 349 330

商品有価証券 △0 0

金銭の信託 3,000 4,051

有価証券 636,855 723,596

貸出金 1,430,258 1,433,561

外国為替 879 954

リース債権及びリース投資資産 8,523 8,709

その他資産 11,547 13,121

有形固定資産 23,258 23,017

無形固定資産 3,528 3,257

繰延税金資産 1,608 2,853

支払承諾見返 3,919 3,879

貸倒引当金 △12,006 △11,460

投資損失引当金 △31 △27

資産の部合計 2,223,554 2,246,692

負債の部   

預金 1,847,586 1,872,744

譲渡性預金 137,278 178,661

コールマネー及び売渡手形 940 985

借用金 83,374 41,661

外国為替 70 34

社債 12,000 12,000

その他負債 10,157 11,133

役員賞与引当金 30 －

退職給付引当金 7,715 7,707

役員退職慰労引当金 516 9

睡眠預金払戻損失引当金 434 425

偶発損失引当金 285 219

再評価に係る繰延税金負債 2,855 2,855

支払承諾 3,919 3,879

負債の部合計 2,107,165 2,132,318

純資産の部   

資本金 14,697 14,697

資本剰余金 8,795 8,795

利益剰余金 69,443 71,414

自己株式 △81 △1,304

株主資本合計 92,854 93,603

その他有価証券評価差額金 15,058 12,178

土地再評価差額金 2,858 2,858

その他の包括利益累計額合計 17,917 15,037

少数株主持分 5,617 5,734

純資産の部合計 116,389 114,374

負債及び純資産の部合計 2,223,554 2,246,692
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(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
  至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
  至 平成25年６月30日) 

経常収益 12,661 13,012

資金運用収益 8,003 8,127

（うち貸出金利息） 5,988 6,002

（うち有価証券利息配当金） 2,000 2,107

役務取引等収益 1,765 1,951

その他業務収益 2,345 1,695

その他経常収益 545 1,238

経常費用 11,020 9,232

資金調達費用 528 474

（うち預金利息） 214 162

役務取引等費用 627 750

その他業務費用 1,140 1,323

営業経費 6,748 6,637

その他経常費用 1,974 46

経常利益 1,640 3,779

特別利益 12 －

固定資産処分益 12 －

特別損失 5 0

固定資産処分損 5 0

税金等調整前四半期純利益 1,647 3,779

法人税、住民税及び事業税 395 354

法人税等調整額 804 803

法人税等合計 1,200 1,157

少数株主損益調整前四半期純利益 447 2,621

少数株主利益 105 122

四半期純利益 341 2,499
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
  至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
  至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 447 2,621

その他の包括利益 429 △2,880

その他有価証券評価差額金 429 △2,880

四半期包括利益 877 △259

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 772 △380

少数株主に係る四半期包括利益 105 121
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（3）継続企業の前提に関する注記 

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成 25 年４月１日 至 平成 25 年６月 30 日） 

該当事項はありません。 

 

（4）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成 25 年４月１日 至 平成 25 年６月 30 日） 

該当事項はありません。 
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４．四半期決算短信説明資料（参考資料）

5,2043322,1562,488四半期（当期）純利益

3,581415△ 463△ 48うち不良債権処理額

2,8401,129△ 531,076法人税等合計

8,044

88

7,955

－

6

△ 3,043

658

10,998

△ 1,092

9,247

9,906

10,561

12,436

24,158

673

4,105

29,285

34,064

（参考）

平成25年3月期

コア業務純益

3,012△ 5702,442業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

うち物件費

うち人件費 3,201153,216

2,653△ 472,606

その他業務利益

役務取引等利益

資金利益

841△ 843△ 2

1,052521,104

7,4701787,648

うち貸倒引当金戻入益

うち株式等関係損益

1,4612,1033,564税引前四半期（当期）純利益

7△ 7△ 0特別損益

1,4542,1103,564経常利益

－436436

うち債券関係損益

1,592

2,699

△ 851

△ 590

20

282

△ 45

△ 615

平成25年3月期

第1四半期比

△ 1,485107

△ 1,5771,122臨時損益

843△ 8

3,0322,442業務純益

△ 20－一般貸倒引当金繰入額

2,1682,450

6,3526,307経費（除く臨時処理分）

9,3658,750業務粗利益

平成25年3月期

第1四半期

平成26年3月期

第1四半期

（１）第１四半期決算の概況（単体）

①業務粗利益 債券関係損益の減少によりその他業務利益が減少したこと等から、前年同四半期比 6億15百万
円減少して 87億50百万円となりました。

②経常利益 業務粗利益が減少したものの、株式等関係損益の増加および不良債権処理額の減少等により、
臨時損益が増加したことから、前年同四半期比 21億10百万円増加して35億64百万円となり
ました。

③四半期純利益 経常利益の増加により、前年同四半期比 21億56百万円増加して24億88百万円となりました。

（単位：百万円）

1,852218△ 835△ 617与信関連費用

（注）1. コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－債券関係損益

2．与信関連費用＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－貸倒引当金戻入益－償却債権取立益
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示

（部分直接償却実施後）

14,49013,75177414,525総 与 信

370402△ 47355合 計

△ 0.48%

△ 9

△ 22

△ 15

24年6月末比

2.55%

66

242

61

（参考）

25年3月末
24年6月末25年6月末

2.92%2.44%
開示債権の総与信に占める

割合

7465要 管 理 債 権

258236危 険 債 権

6853
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

金融再生法ベースの不良債権残高(連結)は、25年3月末比 15億円減少して 355億円となりました。
なお、開示債権の総与信に占める割合は、25年3月末比 0.11ポイント低下して 2.44％となりました。

（単位：億円）
【 連結 】

（注）1. 上記の6月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定す
る各債権のカテゴリー（以下、「開示区分」という。）により分類しております。
また、6月末の開示区分の金額は、平成25年3月末から同年6月末までの倒産・不渡り等の客観的な事

実及び行内格付の変動等を反映させた同年6月末時点での当行の定める債務者格付・自己査定基準に基
づく各残高を記載しております。
2. 債務者区分との関係

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ･･･「実質破綻先」、「破綻先」の債権
危険債権 ･････････････････････････････「破綻懸念先」の債権
要管理債権 ･･･････････････････････････「要注意先」のうち、債権毎の区分で「3ヵ月以上延滞

債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権

＜参考＞【 単体 】
（単位：億円）

（単位：億円）

14,39713,66776214,429総 与 信

364395△ 47348合 計

△ 0.48%

△ 9

△ 21

△ 17

24年6月末比

2.52%

65

240

57

（参考）

25年3月末
24年6月末25年6月末

2.89%2.41%
開示債権の総与信に占める

割合

7465要 管 理 債 権

256235危 険 債 権

6447
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

（単位：億円）
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10,17159610,767⑦リスク・アセット等

1,223441,267⑥自己資本額 ③＋④－⑤

404⑤控除項目

290△ 12278④補完的項目(TierⅡ)

56

0.00%

△ 0.26%

24年6月末比
24年6月末25年6月末

937993③基本的項目(TierⅠ)

9.22%9.22%②TierⅠ比率 ③÷⑦

12.03%11.77%①自己資本比率 ⑥÷⑦

（３）自己資本比率（国内基準）

平成25年6月末の連結自己資本比率は、貸出金等の増加によるリスク・アセット等の増加があったものの、自己
資本額の増加により25年3月末比 0.07ポイント上昇して 11.77%となり、国内銀行の基準値 4%を上回る水準で
推移しております。なお、連結TierⅠ比率も 0.08ポイント上昇して 9.22%となっております。

【 連結 】
（単位：億円）

10,06258310,645⑦リスク・アセット等

1,168381,206⑥自己資本額 ③＋④－⑤

－－－⑤控除項目

288△ 12276④補完的項目(TierⅡ)

50

△ 0.01%

△ 0.28%

24年6月末比
24年6月末25年6月末

880930③基本的項目(TierⅠ)

8.74%8.73%②TierⅠ比率 ③÷⑦

11.61%11.33%①自己資本比率 ⑥÷⑦

＜参考＞【 単体 】
（単位：億円）

（注） 自己資本比率(国内基準)は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし
自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準(平成18年金融庁告示第19号)」に基
づき算出しております。

10,706          

1,253

4

278

979

9.14%

11.70%

(参考)

25年3月末

（単位：億円）

1,194

10,587          

－

276

917

8.66%

11.28%

(参考)

25年3月末

（単位：億円）
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（４）時価のある有価証券の評価差額（連結）

有価証券評価差額（含み益）は、25年3月末比 50億円減少して 182億円となりました。

種 類
差額

株 式

株 式

2326,1116,3441416,9557,0961827,0287,211合 計

△ 12492479△ 24614590△ 232,0672,044小 計

△ 0271270△ 0324324△ 111,7161,705債 券

△ 1121120△ 4123118△ 4294290そ の他

△ 119988△ 18167148△ 75649
連結貸借対
照表計上額
が取得原価
を超えない
も の

2455,6195,8641666,3406,5062064,9605,166小 計

249

5,358

255

連結貸借

対照表

計上額

（参考）25年3月末

243

5,194

181

取得

原価

5

164

74

差額

147

6,267

91

連結貸借

対照表

計上額

24年6月末

145

6,121

72

取得

原価

1

145

19

取得

原価

6177183そ の他

1104,5584,669債 券

89223313
連結貸借対
照表計上額
が取得原価
を 超 え る
も の

差額

連結貸借

対照表

計上額

25年6月末

（単位：億円）（単位：億円）

033077033合 計

差 額

－－－－－－－－－
時価が連結貸借対照表
計上額を超えないもの

033077033
時価が連結貸借対照表
計上額を超えるもの

差 額

連結貸借

対照表

計上額

（参考）25年3月末

時 価

連結貸借

対照表

計上額

24年6月末

時 価差 額時 価

連結貸借

対照表

計上額

25年6月末

（単位：億円） （単位：億円）
② 満期保有目的の債券

① その他有価証券
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（５）貸出金、預金等、預り資産残高（単体）

① 貸出金は、個人貸出、法人貸出、公共貸出ともに増加し、前年同四半期比 763億円増加して
1兆4,372億円となりました。

② 預金等は、個人預金、法人預金、公金預金ともに増加し、前年同四半期比 544億円増加して
2兆569億円となりました。

③ 預り資産残高は、国債の償還により公共債が減少したものの、保険、投資信託の増加により、
前年同四半期比 174億円増加して 3,684億円となりました。

67.64%66.97%0.59%67.56%中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

29224759306消 費者ローン

3,8883,7931153,908住 宅 ロ ー ン

4,1804,0411734,214う ち 個 人 ロ ー ン

9,6989,1155969,711中 小 企 業 等 貸 出 金

14,33713,60976314,372貸 出 金

24年6月末比

（参考）

25年3月末
24年6月末25年6月末

1,3721,6821041,786譲 渡 性 預 金

4,9064,96624,968う ち 法 人 預 金

3,8213,6452153,860流 動 性 預 金

19,90320,02554420,569計

1,0851,320△ 2121,108定 期 性 預 金

4,7634,791914,882定 期 性 預 金

7,2647,2373217,558流 動 性 預 金

12,02712,02941212,441う ち 個 人 預 金

18,53018,34244118,783預 金

24年6月末比
25年6月末

（参考）

25年3月末
24年6月末

う ち 個 人

公 共 債

う ち 個 人

1,3341,490△ 1971,293

1,7961,6122461,858保 険

1,1731,320△ 1811,139

479381109490

516407125532投 資 信 託

3,6483,5101743,684預 り 資 産

24年6月末比
25年6月末

（参考）

25年3月末
24年6月末

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

① 貸出金残高

② 預金等残高

③ 預り資産残高

以 上
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